
経済的支援（授業料の免除、奨学金制度等） 

 本学では、充実した学生生活が送れるよう、各種奨学金を用意しています。学務課が窓口になっています。 

 

（１） 授業料の減免 

本学では文部科学省の高等教育修学支援新制度の対象機関（確認大学）です。認定区分により年額233,400

円から 700,000 円までの減免を受けることができます。また、新入生を対象とした入学金の減免を受け

ることができます。 

 

（２） 奨学金 

① 独立行政法人日本学生支援機構（旧日本育英会）https://www.jasso.go.jp 

日本学生支援機構が行う奨学金は学務課で取り扱っています。申込募集案内等の連絡事項はすべて掲示

板又は大学ポータルサイトにてお知らせします。 

奨学金の種類は原則返還の必要がない給付型と返還が必要な貸与型があります。定期募集の時期は原則

春と秋の年 2 回ですが、家計急変等による奨学金必要者については緊急・応急の申し込みを定期採用以

外の時期でも受け付けます。 

家計や学力などの申し込み条件や詳細については事前に説明会を行いますので、必ずこの説明会に出席

して、申請の手続きに不備のないようにしてください。給付奨学金は年 1 回の在籍確認、年 1 回の継続

願の提出が必要です。また機構で年 1 回の支援区分の確認があります。貸与奨学金は年 1 回の継続願の

提出が必要です。実施時期や方法については掲示板等でお知らせします。 

奨学生として採用された後、成績不良、単位不足さらに素行不良者は、給付や貸与が停止または廃止と

なることがありますので十分注意してください。 

 

     

奨学金の種類 給付または貸与月額 貸与期間 返還方法 

給付奨学金 

自 宅 通 学 者

9,600 ～

38,300 円 

自宅外通学者 

19,000～

75,800 円 

  

 ①第一種奨学金 

（無利子） 

自宅通学者 20,000、30,000、

40,000、54,000 円から選択 

自宅外通学者 

20,000、30,000 円、40,000 円、

50,000 円、64,000 円から選択 

機構が認めた貸与始

期から修学年限の終

期まで 

卒業後、各種預貯金

口座から自動引落に

て月賦等で返還 

②第二種奨学金 

（有利子） 

2～12 万円から 1 万円刻みで 

月額を選択 

 

 

※ 本学入学前に高等学校において、日本学生支援機構の奨学生であった者で、大学在学中の高等学校分

の奨学金の返還猶予を希望する者は学務課へ申し出てください。 

※ また、高等学校在学中に給付、第一種・第二種奨学生として採用が内定した者は、大学入学後に「大

学等奨学金採用候補者決定通知」を学務課へ提出してください。提出しない場合は、大学在学中の奨

学金について正式内採用とならず給付・貸与が受けられません。 
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② 地方自治体の奨学金 

地方自治体で独自の奨学金制度を行っている都道府県・市区町村があります。 

各自、住民登録している市区町村にお問い合わせください。 

③ 交通遺児育英会の奨学金 

（公財）交通遺児育英会 https://www.kotsuiji.com/ 

④ 病気・災害遺児育英制度 

（一財）あしなが育英会 https://www.ashinaga.org/ 

 

（３） 修学資金貸付制度 

① SBC 理学療法士・看護師育成修学資金 

 理学療法士や看護師免許の取得を目指す学生を対象に将来 SBC メディカルグループで活躍できる理学

療法士や看護師を育成することを目的とした制度です。募集については掲示板およびポータルサイトでお

知らせします。 

② 千葉県保健師等修学資金貸付制度 

 将来、千葉県内において保健師、助産師、看護師等の業務に従事しようとする者に対し、学資を貸付け

る制度で、貸与月額は 18,000 円または 36，000 円です。免許取得後引き続き 5 年間業務に従事した場

合、返還が全額免除されます。申込募集案内等の連絡事項は、すべて掲示板及びポータルサイトでお知ら

せします。 

③ 東京都看護師等修学資金（貸付金） 

 東京都に在住しており、将来東京都内で看護業務（保健師、看護師等）に従事しようとする者を対象に

月額 25,000 円～100,000 円を貸し付ける制度です。申込募集案内等の連絡事項は、すべて掲示板及び

ポータルサイトでお知らせします。 

④ その他の看護師等修学資金 

 地方自治体や医療法人において独自の看護師等修学資金貸付制度を設けているところがあります。いず

れも、卒業後、その団体の経営する医療機関に勤務することを希望する者を貸付けの条件としており、一

定年数以上勤務した場合は返還が免除されます。各自それぞれの募集団体に確認の上、申込を行ってくだ

さい。ポータルサイト、図書館内キャリア支援室でも一部紹介しています。 

⑤ 理学療法士等修学資金 

 地方自治体により、大学卒業後、当該自治体内で理学療法士の業務に従事しようとする者に対し理学療

法士等修学資金を貸付けしているところがあります。理学療法士免許取得後、引き続き一定基幹業務に従

事した場合、返還が全額免除されるというものです。詳細は、各自、お問い合わせください。 

 

（４） 他の学費貸付制度 

次の貸付制度の詳細等については、必要に応じて各自でお問い合わせください。 

教育一般貸付（国の教育ローン） 

 日本政策金融公庫 教育ローンコールセンター �����0570-008656 

  （平日 9:00～21:00 土曜：9:00～17:00）  https://www.jfc.go.jp/ 


